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新保 暁久（しんぼ あきひさ）さん

が 8 月 31 日に亡くなりました。39 歳

でした。 

 退院してから自宅療養をしていまし

たが、週 1 回パッチワークを利用して

いて、8 月 10 日まで来ていました。一

時的に体調が悪くなってお休みする事

もありましたが、その度に元気な姿を

見せてくれていたので今回もそうだと

思っていたところへ急な悲報でした。 

 暁久さんとの思い出では外出をした

時によくアイスを食べたなぁというこ

とがまず浮かびます。普段は胃ろうで

食事をとっていたのですが、唇のとこ

ろにアイスなどを載せると暁久さんが

唇を動かしてアイスを口の中に入れて
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いきます。スプーンの先の先に米粒く

らいの量でないと唇からあふれてしま

うので、ちょっとずつちょっとずつ載

せていきます。そのうち口を開けてめ

ったに見られない歯まで出てきました。

外出先なので時間が来て、「じゃそろそ

ろ終わりにしようか」と言うとそれま

で笑顔だったのが怒ったような顔にな

って口の動きが一層速くなったのを覚

えています。いつも外出の食事と言え

ばアイスばかりだったので、しょっぱ

いものもたまには・・・と色んな種類

のラーメンスープを買ってきてパッチ

ワークで日替わりで口にしたこともあ

りました。ここ最近そういった活動を

していなかったので、もっと色んな味

の食事に挑戦して暁久さんの反応をみ

たかったな、と寂しく思います。 

 東野圭吾著書に「人魚の眠る家」と

いう作品があります。映画化もされて

いて、フィクションなので色々な事が

起きる作品なのですが、そこで描かれ

ていた物語の内容より、暁久さんとそ

の家族の実際の話の方がよほどすごい

んだよなぁ・・・と映画を観ている間

新保さんの事をずっと考えていました。 

 まだあまり日が経っておらず、ふと

暁久さんの事を思い出す時が何度もあ

ります。自分も含めて悲しみと寂しさ

に包まれているパッチワークです。き

ちんとお別れできなかったのでみんな

でお墓参りに行くから待っててくださ

いね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送迎車の中での痰の吸引、平常を装っ

ていましたが、実はいつも緊張してい

ました。上手に取れなかったらどうし

よう、傷つけたらどうしよう、他にで

きる人いないぞってね。そんな小林を

よそに、何かを思い出してニコッとし

ていたり、またある時は爆睡している

あきさん。憎めない人でした。最近は

利用する日数が少なくなり、寂しいと

感じていたところでした。 

パッチワーク開設当初からのメンバー

で、一番の先輩。今いる職員で当時を

知る者はもういません。でも、あきさ

んがいたから今のパッチワークがある

と思っています。「障害の重い人も毎日

通える場所が欲しい」、「どんな障害を

持つ人も、いろいろな人たちと触れ合

いながら、地域で生活できるようにし

たい」、「一人一人が安心して過ごせる

場所づくり」これからもその思いを大

切にしながら、パッチワークのみんな

のお手伝いしていきたいと思います。 

安らかな眠りをお祈りいたします。 

 

 

あきさんへ 

 

職員 小林弘昌 
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最初に新保さんが亡くなったと聞い

た時は、信じられない気持ちと悲しさ

でいっぱいでした。暁久さん(以下あき

さん)と出会ってからの色んな経験や

思い出が蘇ってきます。 

パッチワークに入社して初めてあき

さんと対面した時に「医学的には耳は

聞こえてないし、景色も見えてないけ

れど話かけると笑ったりするよ」と聞

いた時は、「えっ！」と驚いたのを今で

も覚えています。人工呼吸機を付けた

方と関わったことがなかった私は「本

当に笑うの？たまたまなのでは」と思

っていました。半信半疑ながらも、他

の職員が話をしているのを見て私も話

かけてみると、最初は笑ってくれるこ

とはありませんでした。ですが色んな

話をしていくと歯を見せて笑ってくれ

ました。その時は「すごい！あきさん

本当に笑うんだ！なんか嬉しいな」と

笑ってくれたときのことを今でも思い

出します。 

初めてのあきさんとの食事や吸痰の

ときは緊張してしまい、あきさんに「大

丈夫か？」と言われているのか笑われ

たりもしました。それから、色んな活

動も一緒にしましたね。 

学食に行ったり、映画に行ったり、

クリスマス会でホットケーキを一緒に

作ったり、動作法したり、散歩したり、

他愛もない私の話を聞いてもらったり

しましたね。どれもが私にとって思い

出です。 

 

私が育休でしばらく休んでいること

もあって最近あきさんに会えていなか

ったので、通夜、葬儀に参列してあき

さんの顔を最後に見た時に、「本当に最

後なんだな」と思うと涙が止まりませ

んでした。今も悲しい気持ちではあり

ますが、あきさんがパッチワークのみ

んなをいつまでも見守ってくれている

と思います。本当に今まで色んな経験

や思い出をあきさんありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

あきさん 

ありがとう！ 

職員 上田亜衣 
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新保暁久さんの訃報を聞いて、未だ

に本当なのかなという気持ちがありま

す。あきさんが亡くなられる前の週の

金曜日、職員ミーティング中に、あき

さんの様態を聞き「えっ？覚悟決めな

くちゃいけないの？」と唖然としまし

たが、「あきさんは、すごい人なんだ。

絶対今回も大丈夫」と思う気持ちもあ

りました。いや、そう思いたかったの

かもしれません。本当に実感がわきま

せん。 

あきさんとは、私が吸痰の資格を取

ってから関わる機会が増えました。初

めて吸痰を行うときに、緊張している

私に向かってニヤッと笑うあきさん。

その顔を見ると緊張がどこかへ行って

しまったのを覚えています。私の手つ

きがぎこちないとそのたびに「しっか

りしろよ」というようにニヤッと笑い、

「頑張るからね」と会話したのもいい

思い出です。あきさんは、私の夫と年

齢が同じという事で、何だか親近感が

ありました。私の「嵐のコンサートに

行ったよ！かっこよかった！」なんて

いうくだらない話でもあきさんはニコ

っと笑いながら聞いてくれていました。

あきさんのそばにいると、ほんわかし

た気持ちになり、あきさんは私にとっ

て陽だまりのような人でした。 

あきさんとは映画に行ったり大型ス

ーパーのフードコートでアイスを食べ

たりしました。何気ない日常でしたが、

今となっては本当に大切な思い出です。

とても楽しかったです。 

この文章を書きながら、あきさんの

ことを考えているとあきさんに話した

いこと、聞きたいことが次から次に出

てきます。あきさんはパッチワークに

通ってどうでしたか？私と関わって楽

しかった？私はとっても楽しかったよ。

あきさんの人生を彩るものの中に私を

加えてくれてありがとう。素敵な思い

出を本当にありがとう。またいつか、

あきさんと会えたら、私の話をいっぱ

い聞いてください。あきさんの話も聞

かせてね。 

天に召されたあきさんの平安をお祈

りいたします。 

 

 

 

またね、あきさん！ 

 

 

職員 岡崎佳奈 
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人工呼吸器をつけてパッチワークに

通って来ている新保さんに出会った時

はとても驚いたというのが素直な私の

気持ちでした。人工呼吸器をつけてい

る方は外に出るのは難しいと思ってい

たからです。しかし、パッチワークに

通っている新保さんを見て自分の考え

が間違っていたと気づかされました。

ガイヘルを利用してお出かけしたり、

旅行に行ったりとアクティブに活動す

る姿を見て障害があっても色んな事が

出来るという事を新保さんから教えて

もらいました。新保さんは、声をかけ

ると目を大きく開けたり、口元がニヤ

ニヤしてきたりと色んな表情を見せて

くれていました。そんな新保さんを見

てこちらも笑顔になりました。初めて

新保さんの吸痰をした時はとても緊張

しました。私があたふたしていると「し

っかりしろよ」と言わんばかりに目を

開いてニヤニヤとしていたのを覚えて

います。映画を一緒に観に行ったり、

散歩に行ったりもしましたね。県庁に

出展作品を観に行って、展望フロアの

喫茶店でコーヒーを一緒に飲んだ事も

ありました。料理や工作、動作法やエ

アポリンなど色んな活動をしてきまし

た。新保さんと一緒にしてきた活動や

過ごしてきた時間は本当に素敵な想い

出であり、新保さんとの出会いはとて

も貴重なものだったと感じています。

人工呼吸器をつけている新保さんとの

出会いは命と向き合うきっかけにもな

りました。お母さんから新保さんの話

を聴く機会がありました。お母さんの

想いなどを聴いて胸が熱くなったのを

覚えています。自分にできる事は何だ

ろう、パッチワークで何が出来るだろ

うと考える時間にもなりました。 

もっといろんなことを一緒にやりた

かった。力になりたかった。ニヤリと

したいい顔がたくさん見たかった。も

う逢えないという現実がとても寂しい

し悲しいです。たくさんの想い出をあ

りがとう。新保さんと出逢いに心から

感謝しています。天国で安らかな眠り

につかれますように、心からお祈りし

ています。 

   

 

 

新保さん、ありがとう 

 

職員 表稚恵 
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新保さんへ 

これからもずっと 

職員 古林侑記 

出会って７年経ちましたね。初めて

出会った頃は何も分からず当時の施設

長に「新保さんのスペシャリストにな

れ」と指導を受けたことがつい先日の

ように感じています。 

覚えていますか？出会った当初アラー

ムが鳴る度に私は動揺し、新保さんと

当時の施設長は余裕の表情で「さぁ、

どうするんだ」と口元を緩ませて見て

いましたね。あれから、当時の施設長

や要だった職員が退職し、新保さんと

私はいつも一緒にいましたね。新保さ

ん不安ではないかな？と、看護師とし

て知識経験不足で申し訳なさを感じ、

前職でドクターに「思いやりだけでは

誰も救えない」と言われた事を痛感し

ていました。それでも、一緒に見る映

画が楽しくて、その後にレモネードを

飲んだ時、歯を見せて笑顔になった新

保さんがいて、言葉には出来ない胸が

ぎゅっとなるというか、あの時の気持

ちは忘れないです。映画の後 UFO キ

ャッチャーもしましたね。みんなでし

て１つしかキーホルダーがとれず、わ

いわい盛り上がったよね。 

本当に沢山映画に行ったね、田んぼ道

も散歩したね、クリスマス会、昼花火、

学園祭、料理、水遊び、流しそうめん

…様々なイベントや日々を新保さんと

過ごしましたね。新保さんとの日々は

緊張と不安もありましたが、喜びでし

た。新保さんに出会えて、一緒に歳を

重ねることが出来幸せでした。新保さ

んとの時間は全部宝物です。ありがと

うの気持ちでいっぱいです。 

新保さんを乗せてパッチワークに向

かう車内が大好きでした。音楽ラジオ

を聴く高野さん、土室さんを意識する

三門さん、うとうと気持ちよさそうな

土室さん、３人を後ろから「今日も皆

変わらないな～」と新保さんがお兄さ

んのように穏やかに見ている気がして

いました。あの表情を見れないことが

寂しいです。 

今、新保さんは穏やかに過ごしてい

ますか？新保さんはずっとパッチワー

クの仲間です。 

だから空からまた遊びに来てください。

待っています。また隣で笑いあおうね。

そして、私がいつか同じ空に行ったら、

一緒に空を散歩したいです。その後、

お茶でも飲んでゆっくり過ごしたいな

…色んな気持ちがまだ整理できません

が、新保さんが大好きです。今もこれ

からもずっと。心から、ご冥福をお祈

り申し上げます。 

 

 

 



第三種郵便物承認  ＨＳＫ（パッチワークだより №78） 号外  2021年9月21日 発行 

- 7 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきさんはパッチワークの一部の人

からたまに「しゃちょー」と呼ばれて

いました。私が入社した 7 年前よりも

以前におそらく何かのきっかけで呼ば

れるようになったのかと思います。理

由は私には定かではありませんが、そ

の当時、あきさんはパッチワークのメ

ンバーでは最年長で、パッチワークを

立ち上げた最初のメンバーだったこと

からそう呼ばれているのかなと思いま

した。私にとっても年齢、パッチワー

ク在籍歴共にあきさんが先輩にあたる

ので、部下的な立ち位置になってたま

に「しゃちょー」と呼ばせていただい

ていました。偶然だったのかもしれま

せんが、そう呼んだ時のほうが、あき

さんからの反応が良いことも多かった

のです。ですので創作活動をした時に

は「しゃちょー、こんな感じでよろし

いでしょうか？確認おねがいします。

やり直しですか？」というような掛け

合いをしながら社長と部下のコントの

ようなものを時々挟んで、長年にわた

り細々と継続していきました。そうし

た普段の何気ないやり取りが私とあき

さんとの間でのささやかな楽しみでし

た。 

 

 

私にとってはあきさんがとてつもな

く偉大な大先輩に感じていました。た

くさんの人に慕われ、数多の挑戦、経

験をしてきた深みがあるのだろうと思

います。 

あきさん、ありがとう。安らかな眠

りにつかれますよう、お祈りいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきさんへ 

 

職員 水橋良行 
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「あきさん、おはよう。 

今日はどう？」 

 

職員 西村誠次郎 

 

 暁久さんこと「あきさん」へ。初め

て会ったのは、長田本町のパッチワー

クでしたね。たまたま小松の山あいへ

川遊びに一緒に行くことになりました。

あきさんは、さすがに川には入らず、

すぐそばでみんなを見守ってくれまし

た。自分はというと、吉田貴士さんた

ちと車いすで浅瀬にはいり、自分が一

番はしゃいでいたようです。その後も

夏休みなどを利用して、時々パッチワ

ークを訪れましたが、あきさんとはあ

まり関わりをもてませんでした。 

 パッチワークが現在の土清水に新築

移転し、その２，３年後にパートで勤

務するようになってからは、あきさん

とのかかわりが増えました。週３日の

送迎に加え、午前はたいてい動作法で

あきさんの体のケアをさせてもらいま

した。はじめはどうしたものか悩みま

した。カニューレに影響を与えるので

はないか、体をひねると痛むのではな

いか、不安でした。とりあえず、腕を

動かすことから始め、徐々に動きを広

げていきました。松任アピタや金沢ア

ピタなどに一緒に外出することもあり

ましたね。 

 そのうちに、自分も県の講習を受け

て、あきさんの吸痰をできるようにな

りました。そのころから、動作法では、

あきさんの体を横向きにして積極的に

体をゆるめられるようになっていきま

した。あきさんは、たいてい西村に身

を任せてくれていました。動作法では、

援助を受ける人が自分で動かすことを

大切にしています。あきさんは、自分

で力を抜いたり入れたりすることが難

しく、動作法で大切にしていることが

できているかどうか、自分には実感す

ることが困難でした。 

腕などを動かしていると、あきさんは、

たいていその動きが硬くなることで、

これ以上は無理だよ、と返してくれま

した。そんななか、じっと待っている

と、あきさんが自分で動かしたのでは

ないかと思える瞬間が何回かありまし

た。 

 その実感から、動作法で援助を受け

る人のわずかな動きにより気を配るよ

うになりました。あきさんとのかかわ

りがなかったら、自信過剰で、自分は

もっと傲慢になっていたかもしれませ

ん。あきさんの体のケアで何が大切か、

自分で答えをさがしなさいと言われて

いるようでした。その無言の教えが、

動作法でひととかかわるときの大切な

姿勢を確固たるものにしてくれました。

あきさんの思い出は記憶の中ですが、

あきさんと共に磨き上げた姿勢は、今

現在も自分の中に生き続けています。

あきさん、これからも一緒ですよ。 
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働き始めたころはどう関わればいい

か分からず、とりあえず挨拶をして、

こちらから一方的に話しかけているだ

けでした。最初は表情の変化も気づけ

ず、「これあきさんつまらんやろうなあ

…」と思いつつ話していました。 

吸痰の資格を取ってから少し関りが

増えました。最初のころは恐る恐る吸

痰や食事の準備をしていたこちらの気

持ちが伝わっているのか、あきさんも

不安そうだったり、あるいは逆にニヤ

ニヤしていたりすることもありました。 

ある日の活動中、何がきっかけかは

忘れましたが、あきさんが歯を見せて

笑っていたことがありました。私はそ

んな顔をしているのを初めて見たので

とても嬉しくなって、ついお願いして

写真を撮ったのを覚えています。あの

時の笑顔本当に素敵でした。 

あきさんが亡くなったことを聞き、

その日はずっと本当に？という気持ち

でいっぱいで実感がわきませんでした。

利用者さんが亡くなるという経験は私

にとっては初めてで、葬儀に参加して

いない事もあり、亡くなった方の写真

を飾ってあるところにあきさんの写真

があるのを見てもなんだか実感がわか

なくて、しばらくしたらまたあきさん

がパッチに来るんじゃないかと思って

しまいます。こんなことを言っても今

更なのかもしれませんが、もっとあき

さんと関わればよかった、外出なんか

は全然一緒に行かなかったなぁ、飲み

物とか一緒に飲んでみたかったなぁな

んてことを思います。 

頼りない職員でごめんね。くだらな

い話もたくさん聞いてくれてありがと

う。あきさんと出会えて良かったです。

どうか安らかにおやすみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新保さんへ 

 

職員 増谷瞳 
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新保暁久さん 

素敵な思い出をありがとうございました。 
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先日、新保暁久さんの訃報がパッチ

ワークに届き、突然の悲報に大変驚き

ました。ここでは生前パッチワークで

呼んでいたようにあきさんと呼ばせて

もらいます。 

私があきさんに初めて会ったのはま

だ就職する前、体験という形でパッチ

ワークに来た時のことでした。初めて

会った時はその体の大きさと重度の障

害ということにインパクト受けたこと

を覚えています。初めはあきさんとど

う接すればいいかわからず、自分から

距離をあけていたように思います。そ

れが変わった出来事が２つありました。

一つ目はクッキングの活動をした時の

ことです。梅酒を作るのにあきさんに

お酒の匂いを嗅いでもらった時、目を

大きく見開いて「なんだこれは」とい

う表情でキョロキョロと目を動かすそ

の様子に失礼ながら可愛く思いました。

2 つ目の出来事は吸痰資格の研修のた

めにお家へおじゃました時の事です。

初めてあきさんの家に行き、あきさん

のお母さんから小さい頃の話や写真を

見せてもらい、ゲームをしてベットに

座っているあきさんの写真を見てなん

だかほっこりと親近感がわきました。

それからは時間を見つけてはあきさん

の元へ行き、自分の他愛のない話を

度々聞いてもらっていました。 

あきさんの訃報を聞いた時は利用者

さんの迎えの途中で、なんとか溢れる

涙をこらえて仕事に向かいました。「こ

の仕事が終わったらあきさんに会いに

行ける」そう思っていましたがコロナ

のことなどがありパッチワーク仲間た

ちが葬儀に参加できないということに

なりました。涙を流すタイミングを失

って気持ちのやり場をなくなったまま

今こうして文章を打ちながら涙をこら

えることができません。葬儀はキリス

ト教の形式で行われたと聞きました。

お墓も新しくできる綺麗な所に建てら

れるということで、みんなであきさん

会いに行けるのが待ち遠しく、すぐ会

いに行けなくてごめんねと伝えたいで

す。安らかにご永眠されますように心

よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

新保さんの 

ご逝去の報に接し 

 

 

職員 西﨑義紘 
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私が新保暁久さんに初めて出会った

のは 8 年前の 2013 年で、大学を卒業

して社会人として初めて働きだしたパ

ッチワークが出会いの場所でした。 

初めて経験する福祉の仕事の中で新保

さんにお会いし、最初はどう接してい

いのか戸惑っていた自分を、この文を

書いていて改めて思い出しました。 

最初は戸惑っていた自分も日々のパッ

チワークでの活動や送迎など、一緒に

生活していく内に少しずつ新保さんが

どういう人なのか分かってきた気がし

ました。私の中で新保さんは表情が豊

かな人という印象がありますが、特に

いつもニコニコと穏やかな笑顔でいた

のが強く印象に残っています。また、

新保さんの興味を引くものを見た時や

感じた時は顔をいっぱいで笑っていた

のを覚えています。パッチワークに置

いてあるスポーツ新聞を、同じくパッ

チワークに通っている吉田貴士さんと

よく 3 人で見ていた事を思い出します。 

そんないろいろな出会いや経験を頂

いたパッチワークですが、2016 年の春

に退職し、新保さんとも 1 度お別れを

しましたが、ご縁があり 2020 年の 6

月から再びパッチワークで働かせて頂

き、新保さんとも 4 年ぶりにお会いす

る事が出来ました。 

4 年ぶりにお会いし新保さんの以前と

変わらない笑顔をみた私は「またパッ

チワークに戻って来たんだな」と感じ

た事を覚えています。 

そんな中、新保さんの突然の訃報を聞

きました。正直、まだあまり実感はわ

かないですが、もう会えないんだなと

考えてしまうと不思議と目頭が熱くな

るように感じます。 

今は新保さんと過ごした時間や新保さ

んの笑顔を思い出し、いつも穏やかな

気持ちでいられるように新保さんのそ

の笑顔をいつまでも心の中に留めてお

きたいと思います。 

新保暁久さんの魂の安息とご冥福を

心よりお祈り致します。 

 

 

 

 

 

 

 

新保さん 

今までありがとう 

ございました 

 

職員 山越元気 
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石黒唯香さんは、人の名前をうまく

発音できないと自分の言いやすいあだ

名をつけます。新保さんは「社長」で

す。数年前になりますが、新保さんと

職員が話している中で、新保さんは社

長みたいに貫禄があるという会話にな

ったようです。その時、新保さんが丸

い顔をもっと丸くして笑ったのを唯香

さんがよく見ていて、それ以来「社長」

になりました。私は、その会話の中に

いなかったのですが、少し離れた所に

いてもその笑い顔をよく覚えています。 

 私は人工呼吸器をつけている方と知

り合うのは、新保さんが初めてです。

人工呼吸器の 3 本のコードをコンセン

トに挿すだけでも、ストレッチャーを

押すだけでも、変な緊張感を持ってい

ました。でも、あの笑い顔を見た時、

変な緊張感が少し解けたようにも思い

ました。ですから数年前のことをよく

覚えているのです。 

 私は、パッチワークに通勤する時、

高野さんの家から送迎車に乗せてもら

っています。高野さん、三門さん、土

室さん、新保さんが乗るコースです。

新保さんがお休みの時は小さい車にな

り、新保さんがパッチワークに来ると

きには、大きい車になります。車の大

きさで、車が角を回ってくる時に、新

保さんの出欠がわかります。9 月にな

って車を見て小さい車だと、今日、新

保さんはお休みだと思ってしまいます。 

今、世界中で猛威をふるっている感染

症の影響で、お葬式に出られなかった

こともあり、私の気持ちはお休みのま

まです。朝、送迎車を見るたびに、同

じことを思うでしょう。新保さんが亡

くなられたことを、私はゆっくり受け

入れたいと思っています。そして、ご

家族の皆様に神様の豊かな慰めが注が

れますようにお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新保さんとの思い出 

職員 松本順子 
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新保さんと初めてお会いした時、な

んて介護度の高い方なんだろうと、び

っくりしました。 

三年近く前に、パッチにパートとして

勤務したのですが、このような業種に

初めて勤務したので、新保さんの介助

はできるのだろうか？と、戸惑いまし

た。 

私は、直接的な介助はしていません

が、体を動かす活動で、足裏マッサー

ジをよくしました。 

新保さんは、色白でピカピカしたお顔

に、二重のキュートなお顔で、いつも

ニコニコしていました。お顔を見るだ

けで、なんだかホンワカしました。 

丸まった足指を少しずつ伸ばし、実際

には伸びないのですが、足裏をグリグ

リとマッサージします。別段、反応は

ないのだけれど、気持ちよいといいな

ーなんて思いながらやっていました。 

コロナになり、自粛で、なかなかパッ

チに通所できない日が続きました。 

時々、ニコニコ顔の新保さんはどうし

てるかなぁ……って思っていましたが、

午前中だけ来られるようになり、午前

中の活動で、新保さんが、便り折りを、

手伝っているのを見てなんだかホンワ

カしていました。 

なのに、こんなに早くお別れが来るな

んて思ってもいませんでした。 

嘘でしょう！なんで？という言葉が頭

の中をグルグル回りました。でも、天

国で新保さんは走ったり、行きたいと

ころに行けたり楽しんで過ごせるのだ

と思います。 

新保さんのキュートなニコニコ顔は

一生忘れません。ご冥福をお祈りいた

します。 

 

 

 

 

新保さんを偲ぶ 

 

職員 久安朱見 
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